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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期

第２四半期連結
累計期間

第84期
第２四半期連結
会計期間

第83期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 27,802 13,894 53,424

経常利益（百万円） 313 62 2,504

四半期（当期）純利益（百万円） 153 15 1,860

純資産額（百万円） － 21,580 21,954

総資産額（百万円） － 50,143 49,621

１株当たり純資産額（円） － 147.08 149.62

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1.04 0.11 12.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 43.0 44.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,405 － 3,884

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△799 － △3,260

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△649 － △1,001

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ 1,128 1,171

従業員数（人） － 1,184 1,148

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

　２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載していない。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 1,184  

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）である。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 554  

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）である。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

特殊鋼 10,799

鋳鉄 1,972

金型・工具 695

合計 13,467

　（注）１　金額は、販売価格によっている。

２　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

特殊鋼 10,604 8,639

鋳鉄 2,095 671

金型・工具 666 301

合計 13,366 9,613

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

特殊鋼 11,111

鋳鉄 2,095

金型・工具 686

合計 13,894

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりである。

相手先 金額(百万円) 割合(％)

㈱神戸製鋼所 2,368 17.0

浅井産業㈱ 1,657 11.9

２　本表の金額には、消費税等は含まれていない。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況　

　　当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、４－６月期の実質ＧＤＰ成長率が４四半期ぶりにマイナス成長とな

　るなど、サブプライム問題に端を発した金融危機の実体経済への影響が顕在化し、景気の減速感が拡大している。

　　鉄鋼業界においては需要が依然堅調に推移し、本年上半期（４－９月）の粗鋼生産量は6,150万トン（前年同期

　比2.8％増）となり、年度半期としては07年度下期に次ぐ過去第２位の水準となった。特殊鋼業界においても、同

　期間の特殊鋼熱間圧延鋼材の生産量が1,119万トン（同6.4％増）を記録し、同じく史上第２位の高水準となった。

　　こうした環境下で、主原料である鉄スクラップや合金鉄など原料・燃料価格の上昇に対応して販売価格の改善に

　努めたものの、夏季電力といった季節要因等のコスト増によって当第２四半期連結会計期間は第１四半期に比べ減

　益となり、売上高は13,894百万円、営業利益は94百万円、経常利益は62百万円となった。

　　事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりである。

 

　＜特殊鋼＞

　　ニッケル価格の下落により関連製品価格の低下や数量減があったものの、工具鋼をはじめとした需要は堅調に推

　移し、売上高はほぼ横ばいの11,111百万円となった。営業利益は原料・燃料価格の高騰に対応した販売価格の改善

　効果を夏季電力といった季節要因によるコストアップや修理費の増加等が上回り、大幅減益の15百万円となった。

　＜鋳鉄＞

　　売上高は主力の自動車および建設機械関連製品が堅調に推移したことに加え、販売価格の改善により2,095百万

　円となった。営業利益は原料等のコストアップに対し、販売価格の改善が追いつかず57百万円となった。　

　＜金型・工具＞

　　主力の金型製品の受注拡大に注力し、売上高は686百万円となった。営業利益は売上増による増益を外注費等の

　コストアップが打ち消し22百万円となった。　

(2）キャッシュ・フローの状況　

　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前四半期連結会計期間末に比べ405百万円減少

　し、1,128百万円となった。

　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　税金等調整前四半期純利益48百万円、減価償却費472百万円、売上債権の減少612百万円、仕入債務の増加447百

　万円等により増加した一方、たな卸資産の増加648百万円、退職給付及び役員退職慰労引当金の減少335百万円等に

　より減少した。

　この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは44百万円の収入となった。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　主に有形固定資産の取得419百万円等により、409百万円の支出となった。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　長期借入金の返済22百万円、利息の支払額16百万円等により、40百万円の支出となった。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

　

(4）研究開発活動　

　　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、58百万円である。

　　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

　

　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はない。

　

EDINET提出書類

日本高周波鋼業株式会社(E01240)

四半期報告書

 6/24



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
（平成20年９月30日）

提出日現在
発行数(株)

（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 146,876,174 146,876,174
東京証券取引所

市場第一部
―

計 146,876,174 146,876,174 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。　

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項なし。　

　

　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金増減額

　

（百万円）

資本金残高

　

（百万円）

資本準備金

増減額

（百万円）

資本準備金

残高

（百万円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
― 146,876,174 ― 15,669 ― 1,728
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱神戸製鋼所 兵庫県神戸市中央区脇浜町2-10-26 75,753 51.57

浅井産業㈱ 大阪府大阪市北区梅田1-12-39 2,712 1.84

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴海1-8-11 2,235 1.52

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口） 
東京都中央区晴海1-8-11 1,158 0.78

豊田通商㈱ 愛知県名古屋市中村区名駅4-9-8 1,100 0.74

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 889 0.60

㈱損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿1-26-1 495 0.33

シービーエヌワイディエフエイ　

インベストトラストカンパニー　

ジャパン　スモールカンパニーシ

リーズ

（常任代理人　シティバンク銀行

㈱）

1299 OCEAN AVENUE,11F,

SANTA MONICA,CA 90401 USA

（東京都品川区東品川2-3-14）

379 0.25

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 365 0.24

多田　勉 和歌山県和歌山市 358 0.24

計 ― 85,444 58.17
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     156,000
－

株主としての権利内容

に制限のない、標準と

なる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 146,131,000 146,131 同上

単元未満株式 普通株式     589,174 － 同上

発行済株式総数         146,876,174 － －

総株主の議決権 － 146,131 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、48,000株（議決権48　個）

含まれている。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式501株が含まれている。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日本高周波鋼業

株式会社

東京都千代田区

岩本町１－10－５
156,000 － 156,000 0.10

計 － 156,000 － 156,000 0.10

　（注）　このほか、株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権1個）ある。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含めている。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 196 202 216 188 171 159

最低（円） 168 174 181 163 151 105

　（注）　株価は東京証券取引所市場第一部によるものである。 

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成している。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 148 281

受取手形及び売掛金 10,335 11,171

製品 3,267 3,035

仕掛品 6,510 5,858

原材料及び貯蔵品 5,497 4,735

その他 1,885 1,721

貸倒引当金 △11 △15

流動資産合計 27,633 26,788

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） ※
 7,704

※
 7,982

土地 8,507 8,497

その他（純額） ※
 4,435

※
 4,491

有形固定資産合計 20,647 20,970

無形固定資産 124 104

投資その他の資産

投資有価証券 1,093 1,112

その他 717 715

貸倒引当金 △72 △71

投資その他の資産合計 1,738 1,756

固定資産合計 22,510 22,832

資産合計 50,143 49,621

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,238 10,355

短期借入金 4,996 4,996

未払法人税等 218 814

賞与引当金 594 613

その他 3,287 3,143

流動負債合計 21,335 19,922

固定負債

長期借入金 62 61

再評価に係る繰延税金負債 2,370 2,370

退職給付引当金 4,242 4,687

その他の引当金 35 183

その他 516 442

固定負債合計 7,227 7,744

負債合計 28,563 27,666
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 15,669 15,669

資本剰余金 1,728 1,728

利益剰余金 3,253 3,614

自己株式 △24 △22

株主資本合計 20,627 20,990

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 218 230

土地再評価差額金 734 734

評価・換算差額等合計 952 964

純資産合計 21,580 21,954

負債純資産合計 50,143 49,621
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 27,802

売上原価 25,135

売上総利益 2,666

販売費及び一般管理費 ※1
 2,310

営業利益 355

営業外収益

受取配当金 21

受取賃貸料 17

その他 101

営業外収益合計 140

営業外費用

支払利息 38

売上債権売却損 46

出向者人件費負担金 42

その他 55

営業外費用合計 183

経常利益 313

特別損失

固定資産処分損 25

特別損失合計 25

税金等調整前四半期純利益 287

法人税等 ※2
 134

四半期純利益 153
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 13,894

売上原価 12,649

売上総利益 1,244

販売費及び一般管理費 ※1
 1,149

営業利益 94

営業外収益

受取配当金 0

受取賃貸料 0

その他 63

営業外収益合計 63

営業外費用

支払利息 16

売上債権売却損 25

出向者人件費負担金 22

その他 30

営業外費用合計 95

経常利益 62

特別損失

固定資産処分損 13

特別損失合計 13

税金等調整前四半期純利益 48

法人税等 ※2
 33

四半期純利益 15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 287

減価償却費 964

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△591

売上債権の増減額（△は増加） 836

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,644

仕入債務の増減額（△は減少） 1,907

その他の資産・負債の増減額 455

小計 2,214

法人税等の支払額 △808

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,405

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △833

利息及び配当金の受取額 26

その他 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △799

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △94

自己株式の取得による支出 △2

配当金の支払額 △513

利息の支払額 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △649

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42

現金及び現金同等物の期首残高 1,171

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,128

EDINET提出書類

日本高周波鋼業株式会社(E01240)

四半期報告書

15/24



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更　

（リース取引に関する会計基準の適用）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっていたが、「リース

取引に関する会計基準」（企業会計基準第

13号（平成５年６月17日（企業会計審議会

第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計

制度委員会）、平成19年３月30日改正））

が平成20年４月１日以後開始する連結会計

年度に係る四半期連結財務諸表から適用す

ることができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会計

基準等を適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっている。また、所有権移転外

ファイナンス・リース取引に係るリース資

産の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法を採用している。

　なお、リース取引開始日が当連結会計年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、引き続き通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理によって

いる。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益に与える影響はない。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性

の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法に

よっている。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算している。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示している。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）　

　平成20年度の法人税法の改正に伴い、当社の機械装置につ

いては、従来、耐用年数を11～14年としていたが、第１四半

期連結会計期間より９～14年に変更した。

　これによる業績への影響は軽微である。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、46,707百万円であ

る。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、45,835百万円であ

る。

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

　　のとおりである。

　運送費 672　百万円

　給与手当及び福利費 744　 

　賞与引当金繰入額 114　 

※２　法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額は、

　　法人税等として一括して記載している。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

　　のとおりである。

　運送費 342　百万円

　給与手当及び福利費 355　 

　賞与引当金繰入額 85　 

※２　法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額は、

　　法人税等として一括して記載している。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）
 （百万円）

現金及び預金勘定 148　

預入金  980

現金及び現金同等物      1,128
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  146,876千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  156千株

　

３．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 513 3.5  平成20年３月31日  平成20年６月26日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　
特殊鋼

(百万円)
鋳鉄

(百万円)
金型・工具

(百万円)
計

(百万円)
消去又は全
社(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 11,111 2,095 686 13,894 － 13,894

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
68 7 4 81 (81) －

計 11,180 2,103 691 13,975 (81) 13,894

営業利益 15 57 22 94 － 94

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　
特殊鋼

(百万円)
鋳鉄

(百万円)
金型・工具

(百万円)
計

(百万円)
消去又は全
社(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 22,211 4,244 1,347 27,802 － 27,802

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
135 19 15 170 (170) －

計 22,347 4,263 1,362 27,973 (170) 27,802

営業利益 136 172 46 355 － 355

　（注）１　事業区分は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分している。

２　各事業の主な製品

(1）特殊鋼…………鍛鋼品（ダイス鋼、プラスチック金型用鋼、その他精密鍛造材）

特殊鋼圧延鋼材・同二次加工品（軸受鋼、特殊ステンレス鋼、特殊合金）

その他（加工品、ビレット、その他）

(2）鋳鉄……………自動車部品、建設機械部品、合金鉄製造用の鋳型等各種鋳物製品（ダクタイル鋳物、普通鋳

物）

(3）金型・工具……各種金型及び金型部品、各種特殊工具、完成バイト、付刃バイト、精密バイト、一般切削工具

　

　

 　　　　　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略している。
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【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,484 22 1,506

Ⅱ　連結売上高（百万円）   13,894

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合　（％） 10.7 0.2 10.8

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,995 62 3,058

Ⅱ　連結売上高（百万円）   27,802

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合　（％） 10.8 0.2 11.0

　（注）１　国または地域は、地理的近接度により区分している。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1) アジア　……………　タイ、台湾、韓国、中国　他

　(2) その他の地域　……　アメリカ合衆国　他

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高である。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 147.08円 １株当たり純資産額 149.62円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.04円 １株当たり四半期純利益金額  0.11円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載していない。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載していない。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（百万円） 153 15

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 153 15

普通株式の期中平均株式数（千株） 146,727 146,724

（重要な後発事象）

　　　　該当事項なし。

　

　

　

２【その他】

　該当事項なし。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

日本高周波鋼業株式会社

取締役会　御中

井上監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中松　進　　　印

 業務執行社員  公認会計士 三宅　正彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本高周波鋼業株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本高周波鋼業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管している。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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